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愛知学院大学薬学会誌　第 7巻

　今回の韓国研修では、韓国の病院（西洋式の病院及び

韓方病院）や薬局の見学を行ったり、韓方の歴史につい

て学ぶことができる博物館の見学を行った。また、東國

大学の学生や教師との交流を行った。

　報告書は博物館で見学したこと及び学んだことを中心

に記そうと思う。今回見学を行った博物館は許浚（ホジュ

ン）博物館（図 1）とソウル薬令市韓医薬博物館（図 2）
の 2か所だ。
　許浚博物館はソウル江西区にあり、許浚に所縁のある

地に建てられている。

　また、韓医薬博物館は韓国最大級の韓方市場である薬

令市に存在する博物館で、最寄り駅の祭基洞駅構内から

多くの生薬や昔の調剤道具などが展示してあった。

　日本の医学に貢献した歴史上有名な人物と言えば、世

界で初めて全身麻酔の手術を行った華岡青洲などが挙げ

られるが、韓国においては許浚が最も有名な人物である

と言える。

　許浚は 1539年に武官の父と婚姻関係にない母との間
に産まれた庶子であり、本来ならば宮廷医官の職に就く

ことはできない身分であった。しかし、患者に対する献

身的な医療などが高く評価され、宮廷医官への試験を受

けることが許された。許浚はその後、他の医官が投げ出

すほどの病を患った王の治療などを行い、王を救ったこ

となどから正一品といわれる地位（役職の最高位）まで

登りつめた。ところが、王が死ぬと許浚は罪を着せられ

宮中を追い出されることになった。そこで、許浚は医学

書の執筆に多くの時間を費やすようになったが、1年半
後赦免され、内院に復帰することができた。しかし、そ

の後も執筆活動を続け、500冊の医学書をまとめ上げた
東医宝鑑（全 25冊）を完成させた。
　東医宝鑑（図 3）は 2009年にユネスコ世界記録遺産
にも登録された。

　許浚博物館では入るとまず許浚の生涯を細かく記した

年表があり、近くに許浚が生まれた当時の江西区の街並
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図 1.　許浚博物館

図 2.　 韓医薬博物館入口（地下にある）

図 3.　東医宝鑑
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みを再現した模型が展示されていた。

　進路に沿って進むと許浚が働いていた宮中内の医療施

設の模型が展示してあった。施設には患者に食事を与え

る場所、薬を調合する場所、薬を与える場所、針治療を

行う場所、寝る場所などがあり、それぞれ施設が分かれ

ていた。

　また、当時使用されていた調剤道具や生薬、人体の経

穴や経路を表した絵や実際に許浚本人が書いたとされる

東医宝鑑の原本も展示してあった。

　展示以外にも当時使われていた調剤道具を実際に使用

することが可能な体験スペースが設けられており、石臼

や薬研（やげん）を使い生薬を細かくする作業を体験す

ることができた。博物館の屋上は薬草園に繋がっており、

特徴的なにおいのする生薬の葉を取って嗅がせてもらっ

た。さらに博物館の近くには許浚が当時宮中を追い出さ

れた後に東医宝鑑を執筆していたと言われている洞窟も

あり見学することができた。（図 4）

　韓医薬博物館では入口に不治己病治未病という言葉が

刻まれていた。この言葉には病気になってから治そうと

するのではなく、病気にならないように気を付けなけれ

ばならないという意味があり、予防に重点を置いた韓医

学の思想を表している。現在日本の健康管理 21で掲げ
られている 1次予防に該当することが、韓国でははるか
昔から言われていたようだ。

　中に入ると朝鮮時代に存在した病院の模型が展示して

あった。その病院は普済院（図 5）と呼ばれており、貧
困や病気に悩まされる貧民の救済のために建てられた。

そこでは患者が無償で医療を受けることができるだけで

なく旅人の宿泊や祈祷行事なども行われていた。この病

院も宮中内の医療施設と同じように患者に食事を与える

場所、薬を調合する場所、薬を与える場所、針治療を行

う場所、寝る場所などに分かれていた。

　隣には昔の人々が使用していた伝統的な医療器具が展

示してあった。その中には薬草を採取したり大きさを整

えるために使用した器具、薬を煮つめたり保存したりす

る器具が分類別に並べられていた。

　また、許浚や李済馬などが書き記した書物や絵があり、

経穴と経路に関することや四象体質に関することなどが

書き記されていた。

　四象体質とは李済馬が考えた患者の状態を表す指標で、

太陽人、太陰人、小陽人、小陰人に分類される。これは

現在の韓医学の治療指針の基になっている。さらにそれ

ぞれ分類された人に適した生活習慣も紹介されていた。

　韓医薬博物館内には 500種類以上の生薬が植物性、動
物性、鉱物性に分類されて展示されていた。他にも香り

のよい生薬、珍しい生薬、毒のある生薬なども特設スペー

スに展示されていた。また、入浴剤や食事、お茶として

用いる生薬の組み合わせなどが紹介されていた。

　韓国は日本のようにはっきりとした四季があり、非常

に多くの良質な生薬が採取可能である土地である。韓医

学が発展してきた要因として、こういった背景も含ま

れっているのではないかと感じた。

　東國大学韓方病院では患者の個人体質を見極め、その

人にあった治療が行われていた。体質の見極め方だが、

見学に行く前は触診、視診、聴診などを行って判断して

いると思っていた。しかし、実際にはそれだけではなく、

様々な測定機器を用いて体質を見極めていた。循環器障

害のなりやすさを調べるための機器や内臓のバランスを

測定するための機器（図 6）などいくつか体験させて頂
くことができた。

図 4.　東医宝鑑を執筆する許浚
（写真は実際の洞窟ではなく博物館内の模型）

図 5.　普済院
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　また、韓方病院ならではの治療施設もあった。その中

で特に興味を持ったのが、発酵させた木の屑の中に浸か

る風呂（図 7）である。この風呂は解毒や肥満改善に使
われている。

まとめ・感想

　今回の韓国研修を通して、韓国では古くから一次予防

を目指した医療が行われてきたことを学んだ。現在、先

進国では高齢化が進行し、生活習慣病が増加傾向にある

中、この一次予防の考え方はとても重要になってきてい

る。来年には就職しているので、薬剤師の一員として一

次予防に貢献できるように努めていきたいと感じた。

　現在の韓方医学では触診などだけでなく、多くの測定

機器を用いて治療指針を決めていることが分かった。こ

れにより、従来の四象体質からさらに細かく見ることも

できるようになったようだ。実際に病院で検査をしてい

ただいたが、思っていたより簡便ですぐに調べることが

できた。博物館などにも簡易的な四象体質を見る機器が

置かれており自分の体質を調べることができるように

なっていた。

　博物館で食事に使われる処方や入浴剤として使われて

いた処方などが見学できて良かった。機会があれば試し

てみたいと思う。

　交流会では東國大学の学生や教師の方と、大学の制度

や実習、医療に関して日本と韓国の共通点や異なる点な

どを話し合ったり、お互いの国の言語を教えあったりし、

とても有意義な時間を過ごすことができた。

　また、こちらが韓国から帰ってきてから数日後に、東

國大学の学生が日本の病院や薬局、大学などを見学する

ために来日した。見学後に一緒に食事したり名古屋を案

内したりと韓国の方ととても仲良くなれた。

　最後に、来年も海外研修があったらですが、とてもい

い経験ができると思うので、是非参加することをお勧め

します。
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図 7.　発酵した木屑の風呂

図 6.　内臓のバランスを調べるための機器


